
　　　　勲章・叙勲について　　　【マメ知識】

毎年、4月 29日（昭和の日）と 11月 3日（文化の日）

に授与される「春秋叙勲・褒章」はニュースにも取

り上げられますので、ご存じのかたは多いと思いま

す。

勲章制度は明治 8年（1875 年）、褒章制度は明治 14

年（1881 年）に創設されました。

「栄典制度」は明治以来の長い歴史と伝統があります。

【叙勲の種類】

大勲位菊花章や桐花大綬章は、内閣総理大臣や衆議院・参議院の議長、最高裁判所長官

の三権の長を務めたかたなどに授与されています。

旭日章は、功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げたかたに、瑞宝章は、公務などに長

年にわたり従事し、成績を挙げたかたに、授与される勲章です。

文化勲章は、科学や文化の発達に関し特に顕著な功績のあるかたが対象です。

瑞宝章は、古代の宝であった宝鏡を中心にデザインされ、大小 16個の連珠を配し、四

条ないし八条の光線が付してあります。

今回、理事長が受けれられたのは瑞宝双光章（ずいほうそうこうしょう）になります。
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